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データブイを故意に破損することは止めましょう 

気象・海象を観測する漂流・係留のデータブイは、我々の海洋に関する知見をより深めるため必要不可欠なものです。海

面温度，大気圧、気温，風向風速，様々な深度の海水温度（深度 500m に至るものもあります）、また漂流ブイの場合、

その行跡からわかる海流などを観測しています。すべてのブイは、その位置と、これらの測定データを、リアルタイムで

気象・海洋の観測センターに送信しています。 
 

ブイはすべての人々に役立っています 

気象及び海洋ブイのデータは様々な分野で利用されています。 

 天気予報 天気予報の数値モデルは衛星、探測気球、陸上観測局，船舶およびブイ等を含む様々なソースからの測

定値を利用しています。海では、よく利用される大洋航路から外れたところでは特に、ブイデータはきわめて重要

です。というのも、衛星では、大気圧や水面下の海水温度のようなデータは、なかなか正確には測定できないため

です。 

 漁業 海面温度及びその分布変動（潮目の存在）は、ある種の魚を探索するための重要な指標です。この情報をう

まく利用することにより、燃料と時間が節約できます。海水温度はまた、漁業資源監視や再生の研究の基本となり

ます。中層フロートや、熱帯海域に設置された係留ブイからのデータは、漁業を初めとする経済全体に強い影響を

与える、エルニーニョ現象や他の同様な海洋異変の予測にも用いられています。 

 海上での救助 近年の遭難救助活動では、行方不明の人やボートの位置を特定する手助けとして、漂流予測モデ

ルが広く使われています。これらのモデルは、とりわけ、データブイ群から送信された海面風と海流データを利用

しています。 

 気候予測と気象/海洋調査 エルニーニョ現象などの海洋異変の研究や、長期天気予報・気候予測を行うため、

つぎのようなブイネットワークが導入・設置されてきました。 

太平洋赤道域の TAO・TRITON ブイ配列（70 台の係留ブイ）、大西洋赤道域の Pirata ブイ配列（12 台の係留ブイ）、

ARGO フロート型中層フロート（世界中の海洋で 3000 台が稼働）、サイクロンを監視するためインド洋での IBPIO

漂流ブイ群（毎年 15 台を投入）など。 

 

ブイを大切にしましょう 

気象及び海洋データブイの増加（現在、公海上に約 200 台の係留ブイ、世界中の海に 1000 台の漂流ブイ、3000 台の中層

フロート）に伴い、人間の活動に起因するブイ被害の増加が避け難いものとなっています。ブイは通常大洋航路から外れ

た場所にあり、より大きなブイは点滅するライトやレーダー反射器によりよく確認することができるため、衝突するケー

スはまれであり安全です。また、漂流ブイは小さくて軽量で通常プラスチック製です。一方、公海におけるブイネットワ

ークの展開を国際的に管理しているデータブイ協力委員会（DBCP, http://www.dbcp.noaa.gov/dbcp/）では、単純な破壊

行為と漁業に関連した被害を懸念事項として考えています。ブイがトロール網に取り込まれたり、釣り縄に絡まったりす

る事故はかなり頻繁に発生しています。 



ブイが魚を引き寄せるのは周知の事実です。それに比べ、あまり知られてないのは、これらのブイが通常”ボールと鎖

“を持っていることです。ほとんどすべての漂流ブイは海流に同期するための「浮き海錨」を持っており通常その深さは

15m、またそれほど多くはありませんが水面下の水温を測定するため 100m から 500m の海中温度測定ケーブルを持ってい

る場合もあります。海底が深度 5000m の沖合はるかに係留されたブイさえ存在します、その深さ故、その係留ケーブルは

鎖ではなく壊れやすい繊維製品でできており、その近くで漁船が操業するとどんな影響を与えるか想像できます。 

破壊行為を抑制し漁業に関連した事故を回避するために、世界気象機関（WMO）、政府間海洋学委員会（IOC）をはじめ、

国際海事機関(IMO)、国際水路機関（IHO）国連食糧農業機関（FAO）は、広報活動を行うとともに、それらの加盟国に適

切な法的措置をとるよう働きかけています。 

漂流・係留のデータブイは、海運業や漁業などを始めとする多くの共同体に価値ある情報を提供しています。これらの観

測ネットワークを稼働可能な状態に維持するために、皆様の、特に船舶乗組員と漁業従事者の方々の協力が必要です 

 

漁業従事者、船舶乗組員の皆様に 

・ 漂流ブイを船上に引き上げないでください。ブイはできるだけ長く洋上に留め、気象・海象データを常時送信するよ

うに設計されています。もし引き上げられたら、船のデッキから、誤った測定値をその位置とともに送信し続けるこ

とになります。 

・ 船を係留ブイに係留しないでください、また、近くに投錨しないでください。係留ケーブルやブイそのものが損傷を

受ける恐れがあります。 

・ ブイは魚を集めることがあります：そうしたくなるのはわかりますが、漁具をブイの周りに投入しないでください。

漁具は、ブイの係留系に絡まったり損傷を与える恐れがあります。 

 

 
Longline fishing gear entangled in a TAO mooring. 

 

 
 

Wind measuring meteorological drifting buoy 

 

 
 

Oceanographic drifter 

 

 
 

TAO/PIRATA array moored buoy 
(equatorial Atlantic & Pacific) 

http://www.pmel.noaa.gov/toga-tao/ 
http://satelite.cptec.inpe.br/imagens/dadospcd/pirata/ 

http://www.brest.ird.fr/pirata/piratafr.html 
 

 

 
 

TRITON moored buoy  
(Western equatorial Pacific) 

http://www.jamstec.go.jp/jamstec/TRITON/ 
 

 

 
 

E-SURFMAR moored buoy 
(North Atlantic) 

http://esurfmar.meteo.fr  
 

 


